
 
 

2021年11月1日  

各 位 
会 社 名  ニ ッ タ 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長  石切山  靖順 

（コード番号 5186 東証第1部） 

問合せ先  執行役員 経営管理担当 木下一成 

（ＴＥＬ 06-6563-1211） 

 

 

業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向等を踏まえ、2021 年 8 月 6 日に公表した業績予想及び 2021 年 5 月 14 日に公表した配当予

想について、下記の通り修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正 

2022 年 3 月期 第 2 四半期(累計)連結業績予想数値の修正(2021 年 4 月 1 日～2021 年 9 月 30 日）                                       
 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

41,000 

百万円 

2,400 

百万円 

5,400 

百万円 

4,400 

円 銭 

153.34 

今回発表予想（Ｂ） 41,000 3,100 7,400 6,000 209.10 

増減額(Ｂ－Ａ) ― 700 2,000 1,600  

増減率(％) ― 29.2 37.0 36.4  

（ご参考）前期実績 

(2021 年 3 月第 2 四半期) 
37,138 1,191 2,043 1,594 55.51 

 

2022 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日）                                       
 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

80,000 

百万円 

3,900 

百万円 

9,200 

百万円 

7,500 

円 銭 

261.37 

今回発表予想（Ｂ） 80,000 5,000 12,000 9,700 338.04 

増減額(Ｂ－Ａ) ― 1,100 2,800 2,200  

増減率(％) ― 28.2 30.4 29.3  

（ご参考）前期実績 

(2021 年 3 月期) 
78,697 2,861 5,910 4,723 164.62 

 

業績予想の修正の理由 

第 2 四半期(累計)連結業績予想は、売上高は概ね計画の範囲内で推移しておりますが、営業利益につき

ましては、売上構成比の変動や原価低減、経費の抑制などにより、前回発表予想を上回る見込みです。経

常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても、持分法適用会社の業績が堅調に推移して

おり、前回発表予想を上回る見込みです。 

通期連結業績予想は、売上高は概ね計画の範囲内で推移する見込みです。営業利益につきましては、第 

2 四半期(累計)までの基調が持続すると見込んでいますが、原材料価格の高騰や物流費上昇の影響が懸念 

されます。経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、引き続き持分法適用会社の業

績が堅調に推移すると見込んでいます。以上のことから通期連結業績予想を上記のとおり修正いたしま

す。 

 

  



 
２．配当予想について 
 1 株当たり配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

前回発表予想 ― 35 円 00 銭 ― 35 円 00 銭 70 円 00 銭 

今回発表予想 ― 35 円 00 銭 ― 50 円 00 銭 85 円 00 銭 

（ご参考）前期実績 

(2021 年 3 月期) 
― 30 円 00 銭 ― 40 円 00 銭 70 円 00 銭 

 

修正の理由 

  当社では、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題の一つとして位置づけ、企業体質の強化・充実

を図りつつ、業績に応じた適正な利益配分を行うことを基本方針としております。また、新中長期経営計画

『SHIFT2030』のフェーズ１(2022 年 3 月期～2025 年 3 月期)の期間においては、この基本方針を維持しつ

つ、連結配当性向 30％を目安に、安定的かつ着実な配当を継続的に実施することとしております。この配

当方針及び今回の業績予想の修正を踏まえ、上記のとおり配当予想を修正いたします。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上  

 


